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６年生が中学校敷地内に通学することについての懇談会

	
７月２６日（火）に市教育委員会学校教育課，総務課，学校保健課，都市整備部営繕課から総勢11名が出席して，広田中学校にて6年生が中学校敷地内に通学することについての懇談会を開催しましたので，その内容についてお知らせいたします。

≪概要≫	
１　６年生校舎建築現場確認　
　※開会に先立ち，中学校副校長引率の元，校舎建設場所等の確認を行う。

２　開会挨拶（広田中校長）　

[image: ]３　学校教育課長挨拶　
　　今日は工事に関する説明もさせていただこうと思いまして，工事の関係のものも一緒に参っております。教育委員会としましては，今後も説明会へ出席させていただくとともに，小中学校の校長先生方と連携し，予算・施設・人事などの支援をしていく所存です。併せて，県教委や市議会，通学区域審議会などの諸機関と連絡・調整を行って参ります。本日は，このあと中学校に増築する施設の概要について，図や写真をスクリーンに映しながら説明をさせていただきます。６年生が学習し，生活するイメージをつかんでいただければと思っておりますので，どうぞよろしくお願いします。

４　現在の進捗状況について（広田中副校長）　
　　工事については，電源関係・排水関係が落ち着いたところです。小学校職員が本校の職員室を合同で使用するため，中学校の職員室を拡張する工事を８月から始めます。
　教育の内容（ソフト面）については，小学校，中学校の職員が顔をつきあわせて，「６年生の子どもがスムースに学習できるように，どういうことを決めておく必要があるか」を話し合う活動をこの夏休みに始めました。資料の組織図にあるように，合同研修部会を８つの専門部に分け，子どもたちの学習・生活に関わる主な部分を決めているところです。
　　この８つの部会には小・中の全教職員が所属し，校務分掌（学校内の役割）に照らし合わせて，小・中の立場から意見を出し合い，話し合いを進めているところです。

1 [image: ]学力向上（研究主任を中心とした部）
2 小中交流（教務主任を中心とした部）	
3 総合的な学習の時間
4 英語活動
5 生活指導（生徒指導主事，生活指導主任を中心とした部）
6 特別支援教育
7 保健・安全・給食（養護教諭・保健主事・栄養教諭・給食担当）
8 事務（事務職員）
　　
今後の主なスケジュールとして
　　〇９月，１１月，１月に合同説明会を開催，２月には，小学５年生及び保護者対象の校舎内覧会を開きます。
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５　６年生の校舎建設について（佐世保市都市整備部営繕課）　
　　〇工事予定について
　　　・杭工事・・・・・・・ 　８月～１０月
　　　・本工事（校舎建設）・・１０月～　３月中旬　※３月は業者手続きのため。実際は２月終了予定。
　　　　　　　　　　　　　　　（工事は学校運営の妨げにならないよう配慮する）
・工事の場所，現場事務所，工事車両通行場所の説明
〇完成予定の校舎について（イメージ図あり）
　・鉄骨造２階建て（８００㎡）普通教室６教室，理科室，トイレ
　　１Ｆ・・普通教室２，理科室，トイレ・・男子　小５大２（洋２），女子　６（洋４，和２）
　　２Ｆ・・普通教室４
６　６年生移動後の小学校校舎利用について（広田小校長）　
1 特別支援クラスの新設
　　特別支援学級の開設をお願いしたいという要望がきています。前向きに考え，その子にあった教育ができるようにしたいと思っています。
2 少人数指導の充実
　　これまでは空き教室が少なかったので，少人数指導も限られていました。空き教室が若干でも増えるということは，習熟度に応じた指導がより充実することにつながります。
3 特別教室の割り当て拡充
　　体育館や理科室，音楽室などは，クラス数が多いため，十分に活用できない学年がありましたが，下学年でも活用できるようになります。
4 施設の増設について
　　現３年生が使用しているＤ棟にはトイレがなく，１年生との共用で混雑しています。トイレを新設することで，その不便さを解消していけるようにしたいと思っています。
７　中学校生活の様子について　　※中学校生活がまとめられたＤＶＤ視聴
８　中学校としての考え
　・教室までの動線（広田中副校長）　
　　　玄関から教室までの導線としては，１階を通るルートと２階の１年生教室前を通るルートがありますが，基本的には，１階を通って新棟に行き，教室に入ることになります。
　・中学校敷地に６年生を受け入れるにあたって（広田中校長）　
1 のびのびとした環境で生活できます。
　　　　今回，６年生が中学校へ来るということは，小学校が手狭になり，教室が不足しているという原点に立って我々も計画を立てています。このことで小学校にもゆとりができ，のびのびとした環境ができると思います。本校の運動場は広く，昼休みは中学生も外で遊ぶ姿がよく見られます。６年生も，十分に活動できると思います。そのほかにも，体育館や特別教室などの使用にあたっても余裕を持って使用できる環境ですし，理科室は６年生専用で使用できます。
2 小学校で一緒に過ごしてきた中１生（現６年生）と一緒に中学校で生活できる安心感があります。また，中２，中３の姿に「憧れ」を抱くこともあり，先輩のような姿になりたいと思うことで，目標を高くもって生活できるのではないでしょうか。
3 小学６年生から中学生との日常的な交流で，中学校生活にも順応しやすくなります。また，中学校の先生方とも小６の時から顔見知りになり，安心して進学できます。
4 中学校１年生にとっても，校舎内に頼れる小学校の先生が勤務していることで，安心感をもって活動できます。
5 中２，３年の上級生にとっては，下級生が増えることで先輩としての意識向上につながり，模範を示す言動や，意地，リーダー性の向上が見込まれます。
6 体育大会や文化発表会などの学校行事は，人数が増えることでさらに盛り上がると思います。
7 小中間の連携が深まることにより，職員間でも相手校への意識が高まり，お互いを理解したり，引き継ぎがしやすくなったりして，児童・生徒の共通理解につながります。
8 共通した学習のきまりは，中学校の学習へスムースに移行できる環境をつくります。
9 中学校教諭による乗り入れ授業は，専門性を生かした指導につながります。特に外国語活動には力を入れていきたいと思っています。また，小学校段階でつまずきのある中学生には，小学校教諭による丁寧な指導が参考になります。
10 保護者にとっては，入学前に中学校の様子（雰囲気やきまり，必需品，中学校の先生など）がわかり，中学校進学時の不安が少なくなります。また，双方のＰＴＡがより緊密になり，組織としての結びつきが強固になります。
　⑪　学校支援会議や学校評議員等を統一するなど共有できることも多くなり，地域とのより密接したつながりができます。また，地域の行事に一緒になって取り組んだり，参加したりすることもできます。
　※　課題については，この夏休みを使って洗い出し，小中職員で検討します。今，懸念されていることがデメリットにならないよう，一つ一つ最善策を考えていきます。小学校６年生が中学校校舎で学習することが，小中両方のメリットになるようにしていきたいと思います。
９　移動後の６年生と小学校の関わりについて（広田小校長）
　　　中学校で学習すると言っても６年生は広田小学校の大事な子どもたちです。ないがしろにことはないし，できる限りできることはしてあげたいと思っています。職員もみんなそう思っています。いろいろな角度から子どもたちにとってどうなのか学校にとってどうなのかを考えて結果を出していきたいと思っています。
　　　小学校も夏休みに入って，中学校で学習するということでプラスになるように話し合いを進めています。

10　質疑・ご意見
　Ｑ．新しくできる校舎はプレハブ校舎と聞いているが，現在小学校3年生がいる校舎がプレハブ校舎で，夏は暑く，実際に参観日に行ったとき教室に40人子どもがいて扇風機だけではやっていけないような暑さだった。新校舎は，断熱材が入っているのか，暑さ対策についてうかがいたい。
　Ａ．断熱材の施工をしております。２階の天井につきましても断熱材の施工をしています。その他壁の材質につきましても３年生校舎に使用しているものよりも断熱効果の高いものを使用するようにしています。柱，梁が鉄骨で，プレハブというキットが組みあがっているものではなく，鉄骨づくりの建物になっています。　　　　　　（都市整備部営繕課）

　Ｑ．２階通路は通常使用しないということだったが，普段は閉じてあるのか？非常時には使えるのか？
　Ａ．特別教室へ移動等で使用する時もある。開けてはいるので，安全上問題はありません。（中学校　副校長）

　Ｑ．３年生校舎は，雨が降ると雨が入ってくるため窓を閉めるので蒸し暑いということだったが，新校舎もひさしがないのか？換気扇とか，エアコンを含めてつけてもらえないのだろうか。
　Ａ．新校舎についても窓にひさしはありません。出入り口については，あります。エアコンの設置については全市的な問題でもあり総合的に考えさせていただく必要がありますので，ご理解いただきたいと思います。　（総務課　課長）

　Ｑ．小学校６年生は中学校０年生ではありません。小学校の６年生にどのような生活をさせたいのか，必要なのかを徹底的に話し合って移動する前に説明してほしいと思います。それと小学校６年生としての生活を保障してあげることができるのかということがポイントだと思っています。６年生という学年は小学校の中では最高学年で，リーダーとなる学年，その学年が抜けることによって１～５年生にどういう影響を与えるのか，自分たちがリーダーとなった時にどんな影響があるのかを考えてこの移転のことを考えたのか。自分が６年生を別施設で教育している学校の先生の話を聞く機会があったが「最悪です。」と言っていました。自己肯定感が育たない，責任感が育たないということでした。徹底的に話し合いをしてほしいと思います。

　Ａ．　今，小中合同研修会で話し合いを進めているところなので，次回以降の説明会等で報告できるところが出てくるようにしていきます。　（小学校　副校長）
　　　　今のご意見を含めながら，学校のほうでも様々な面から検討していただけると思っています。教育の中身そのものにつきましては，教育委員会が決めていくものではありませんので，校長先生を中心として決めていただくものですので，細かいところについてはお任せをしていきたいと思っている。視察をした京都の学校では，１～５年生と６年生が別々の校舎で学習をしておりましたが，その学校においては教育効果がありました。先ほどの学校の話とは違いますが，まったく教育効果がないということではありませんので，そういうことを含めながら考えていく必要があるのではと思っています。（学校教育課　課長）

　Ｑ．メリットはたくさん聞きました。デメリットに関しては問題がないわけではないということでひとつずつ前向きに考えてつぶしていくということでした。デメリットに関してもこれまでに小中一貫教育に取り組んだ学校において様々な問題が出ています。デメリットだけを考えるということは違うのかも知れませんが，是非デメリットも隠さずに出してもらって保護者にも伝えていただいて，保護者も巻き込んで一緒に解決できるような環境づくりをしていただきたいと考えています。
　Ａ．小学校も６年生を送り出したからといって，これで終わりとは考えていません。大切な広田小の子どもとして考えていくことに違いはありません。いろいろなデメリットがあるところは，現在職員でどう解消していくのか話し合っている最中です。全保護者のご期待通りの方策は見つからないかもと思いますが，できる限りの知恵を振り絞りましてよい方向にもっていくようにしていきます。方向性等が見出せた時にご説明させていただいて，ご意見等を受けたいと思います。（小学校　副校長）

　Ｑ．合同研修会で話し合いをしているということですが，そこに保護者が入ったりすることはできないのでしょうか。どちらかというと開かれた場で討論会をされたほうがよいのではないかと思います。それで保護者の意見も取り入れてほしいと思います。
　Ａ．是非，そういう声を聞かせていただきたいと思っています。ただ，どういう形で聞くのかということもあると思います。学級から代表を出すのか，思い思いに出るのか。まずは保護者のご意見を聞く場を設けないといけないと思っています。手紙でも電話でもかまいませんのでそういう意見を大切にしていきます。合同部会に入りたい，個人的に入りたいという人がたくさんになるかもしれませんので，ＰＴＡなり，学年部なり，地域なりの中から代表を出していただきたいと思います。いろんな方の意見を聞くということは，大切なことであり，それを生かして最善の方法を考えていきます。本当は自由にどうぞといいたいのですが，基本，夏休み中火曜日と木曜日は小中連携の時間としております。（中学校　校長）
　Ａ．直接学校に電話をされたり，連絡帳等に記入していただいたりしても結構です。ご意見を出される方は，小中連携について前向きに考えてくださっていると理解し，学校もその力を生かしていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学校　副校長）

　Ｑ．小中連携推進会，総務部・事務局があると聞きましたが，保護者として意見があったり，不安があったりする場合に，話をするのが先生じゃないといけないのが申し訳ありません。先生方には子どもたちのことを考えてしっかり決めていただきたいです。小中連携推進会というのがあるのであれば，そこで保護者に，実際よく分かっていない学年の保護者がいらっしゃるのも事実なので，何回でも話し合った結果の連絡が行くようにしていただくとか，不思議に思ったことなどを気軽に言える場があってもいいんじゃないかと思います。小中連携の話をするだけでも今の状況だと勇気がいります。先生に連絡帳で書くのも言葉を選ばないといけないし，電話をかけるのも思っても言えない方もいらっしゃると思うし，そういう状況だと無関心になるしかないのではないのかなと思います。意見を言う場がほしいです。保護者の意見を聞く受け皿を是非作ってほしいです。人選に関しても先生方ばかりでなくても，保護者からとか，ＰＴＡからとか，中学校の保護者の方から募集をかけて選出してつくっていただきたいと思います。
　Ａ．即答はできませんが，検討はさせていただきます。（小学校　副校長）

　Ｑ．現時点での中学校の子どもの反応，受け入れの気持ちを聞きたいです。
　Ａ．正式には，夏休み前に子どもたちに話しました。どうする，迎えるというような聞き方はしていません。教室が足りずに広田小の６年生が中学校に来るということなので，私たちは弟，妹分を来るなとは言えません。生徒もそう思っています。「いかに気持ちよく迎えるかということを一緒に考えていこうね」ということを伝えています。特に生徒の反応というのは聞いていません。否定するようなことは聞いていないし，今の子どもたちだからできるし，１小１中のよさだと思っています。（中学校　校長）

　Ｑ．地域，保護者の要望で６年生が中学校の敷地に行くということが決まったということですが，決定後，地域の方との協議，経過報告などなかったのでしょうか？地域の方はどのように考えていらっしゃるのだろうか？
　Ａ．４月に西本教育長が新たに教育長に就任いたしまして，自治連の会長，副会長さんがいらっしゃるところに挨拶と報告ということで行ました。それから，自治連の定例会に行きまして，挨拶・報告をしたところです。自治会の会長さん方は，小中連携推進会ができているので，そこでしっかりといい教育をする準備をしていただきたいという声がありました。（学校教育課　課長）
　Ａ．小中連携だより№４については，地域の回覧板でも回していただくようにお願いしています。
（小学校　副校長）

　Ｑ．京都に視察にいかれたという話ですが，なぜ京都を選ばれたのか，何を学ばれたのか教えていただきたい。
　Ａ．京都の視察につきましては２回行っています。広田小中と同じような形で１～５年生，６～中３という形です。単純に比較はできません。京都の東山泉小中学校では，６年生でも５０分授業，制服着用，部活動も一部ではありますが，参加を認めておりました。踏み込み方は違いながら，小学校の校舎では５年生がリーダーとなり，６年生も小学校とかかわる場面ではリーダーシップを発揮します。部活動や専門的な教科としての中学校の先生の授業を受けるなど，小学校の中で６年生が生かされていく部分，中学校の中で６年生が生かされていく部分がありました。そういった双方向でいいものが６年生にはあると思ったしだいです。学校からも視察に行かれていますので，今後参考にされると思います。
Ａ．京都に行った理由ですが，１～５年生が小学校校舎で，６年生は中学校校舎で学習し，校舎の距離も７５０ｍと広田小中学校と似ているためです。（学校教育課　課長）

　Ｑ．運動会についてですが，中学校で実施と聞いたのですが，それで決定ということであれば理由を伺いたい。
　Ａ．私としては，やはり同じ校舎の中で同じ時期に盛り上がり，６年生にも負担にならない程度に参加させたいと考えて，職員にも伝えています。中学校で実施するから小学校で実施しないということではなくて，実施するしないにかかわらず，中学校としては一緒にやりたいということです。（中学校　校長）

　Ｑ．やっぱりメリット，デメリットを出し尽くした後でこういうことは決定しないと，こう決まりましたからこれからの話し合いのスタンスとして「どんな意見を言ってもかわりません。後は「ソフト面で何とかします。」という話し合いになってしまいます。いろんな選択肢があったはずですので，その辺メリット，デメリットを出し尽くしてから決めた方がよいと思います。今後の話し合いのスタンスとしてそういうことが望めるのか，それとも移転ありきで話し合いを進めるのかで，こちらの話し合いの仕方も変わってきます。
　Ａ．私は，移転ありきで考えています。そうしないと前に進みません。メリット，デメリットがあることは知っています。課題もないとは言いません。しかし，いろいろな本を読んだり，人に聞いたりしながら，６年生が中学校に来るということを前提に考えています。いろんな研究をする中で，だからといってそのメリット面ばかりを見ていません。逆のデメリットの方，失敗する方の本もたくさん読みました。その中で「私ならこうする」「リーダー性が育たないのは，そうしていないからではないか。じゃあ，自分だったらこうしよう」と考えているところです。私は，校長として６年生がくるんだという意気込みをもってことに当たらせていただいております。（中学校　校長）
　Ａ．教育委員会といたしましてもこれまで経過報告の中でもお伝えしていますけど，地元の代表の方，ＰＴＡの代表の方によります「広田小のあり方を考える検討委員会」の中で苦渋の選択ながら，６年生を中学校校舎に移してという結論に至りました。それにそった要望書も出していただきました。教育委員会としても教育委員さんとの会議をし，通学区域審議会に諮問して答申を頂き，議会の方でも議決をいただいたという手続きにそって進んでおります。６年生を中学校の校舎に移してということでご理解をいただきながら進めていきたいと考えています。（学校教育課　課長）

ご意見
[bookmark: _GoBack]○　７月１４日に広田地区の地区懇談会があったのですが，そこでも校長先生が小中連携について話されていました。地域から先生方から６年生が中学校に来るよねという話が出ていなかったので，無関心ではないのかなと思っています。地域・保護者・学校が連携して広田小中学校を作っていくというところが見えたらよいと思います。小学校６年生というのは，注目される存在であるので，今後半年間，中学校に行ってからでも最上級生としての立場を尊重していただきたい。自己肯定感とか自尊心が育つ，自分がリーダーという自覚ができる活動を作っていただきたいと思います。
　　○　６年生移動後の小学校校舎の利用についてですが，小学校に残る子どもたちにもゆとりができると感じました。６年生は中学校のものを使わせていただくということになりますが，配慮はしていただけると思っていますが，６年生が使う教材や設備についても小学生に合ったものになるようにお願いします。　
○　教育委員会課長さんから教育課程については，学校に任せているということでしたけれども，いろんな研究を進めていくとデメリットというのはその費用の補償ができていなかったということでの無理があったと思っています。したがって，そういった予算面でもそうですが，ハード面，人的配置の面でも最大限の配慮を保護者の前でお願いいたします。（中学校　校長）
○　校長先生から力強くお願いされましたが，予算・施設・人事などの支援は当然教育委員会がしていく役割でございますので，その辺は学校とも打合せをしながらできる範囲での支援はしっかりとやりたいと思っております。（学校教育課　課長）
　○　小学校３年間，中学校６年間ＰＴＡ会長をしております。実際に小学校が手狭になったこと，これは，２０年来の課題であったことです。ＰＴＡとしてもこれまで要望等を出しておりました。だからといって実現はしなかった。しかし２９年度からは教室が足りない，特別教室等も要望をずっと出していたのだが変わらなかった。来年度６年生が中学校に行くということは小中のＰＴＡとしても苦渋の決断だったと思います。前年度から教育委員会のほうには，ハード，ソフトの両面においてご協力をいただきたいと要望を出しております。来年から教室が足りないという小中ＰＴＡとしても苦渋の選択ですので，いい方の面が表れてくるように，皆さんにもご協力をいただきたい。小中の先生方，これは子どもたちの未来がかかっていますので，我々もいっしょにやっていきたいと思っていますので，よろしくお願いします。（中学校　ＰＴＡ会長）
11　閉会挨拶（広田小校長）

≪今後の予定≫
６年生が広田中学校敷地内に通学することについての懇談会（小中合同）
日時　９月２４日（土）１４：００～１５：３０
場所　広田小学校
　　詳しくは，後日配付いたします案内でご確認ください。
　　
ご意見やご質問、ご感想等は、下欄にご記入のうえ、お子様を通じて小学校、中学校へご提出願えれば幸いです。尚，記入欄が足りない場合は，別の用紙や連絡帳に記入されて提出していただいてもかまいません。
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